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2A0 4 炭素 紳維 補強コンクリートの 研究開発と実用化 

鹿島建設技術研究所 秋浜 繁幸 

要旨 
1 . 研究開発経緯 
建築材料の開発においては 複合化 ( 複合材料 ) が今後の研究方向とされ ， コン 

クリートにかいても 複合化による 性能向上， コストダウンが 種々研究されている。 

しかし， ガラス 棚 ・ 維 補強セメント ( G R C ) では耐久性に 問題があ り， また， 

石綿セメント 製品には，石綿公害に 関する問題があ った。 これらの背景のもと に 

軽俺 ・高強度・高枕性でかつ 耐久性のあ るコンクリートを 開発目標として 炭素 絨 

稚に 眉目し・ 1980 年初旬から炭素 拙維 補強コンクリート ( C F R C ) の研究に着 

手 した 0 以来，今日 ま でに， 国外ではイラクのモニュメントドーム ，国内では 赤 

坂 六本木の超高層事務所 棟 ( A R K ) の外装カーテンウォール 等への適用に 成功 

した。 なか， 当社の織 維 補強コンクリート ( F RC ) の開発状況を 表 1 に示す。 

Ⅱ・炭素 柑稚 補強コンクリート (C F RC) の特徴 
0 F R C とは， セメントモルタル 中に長さ 3 ～ 1Omm. 直径 18 fz m の汎用ピッチ 

系炭素繊維を 容積比で 2 ～ 4 % 均等に分散混入したもので ，従来のコンクリート 

に 比べて，引摂強度や 曲げ強度が大幅に 改苦されている 他に， コンクリートの 欠 

点であ ったもろさが 改善されてかり ， 大きな伸びひずみ 能力を有し，延性，靱性 

に 富み，かつ耐久性に 優れた信頼性の 高い建築用新素材であ る ( 図 Ⅰ 写其 1 参照 )0 

表 Ⅰ 横維 補強コンクリート ( F R C ) の開発 経棉 
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皿 ・適用事例 
C FR C の研究開発は 前述したどとく 1980 年から始まり ，早くも 1982 年には   

イラクのバク グソト 市に建設されたモニュメントドーム ( 鉄骨造，高さ 40m, 写 

其 2 参照 ) の外装タイル 打込み軽量パネルとして ，世界で初めてこの C F RC が 

鹿島建設によって 大 (loJooom2) 施工された。 その後国内でこの C F R C はビル 

の 内装タイルパネル や ，永久型枠，フリーアクセスフロア 一などに適用されて 製 

造，品質管理等のノウハウが 蓄積された結果， これらの生産・ 施工実績を基に ， 

今春完成した 赤坂六本木地区再開発事業 ( A RK . 川 1ls) の中核をなす 超高層事 

務所 棟 ( 地下 4 階， 地上 37 階建，延べ面積 18 万 m2) の外装 ヵ一 テン ゥ オールに わ 

が 国で初めて大規模 ( 32.000m2 ) に適用された ( 写真 3 参照、 ) 。 
なか研究所で 行われていた C f R C 120 l1.76 
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写真 2  建設中のイラクモニュメント 写真 3  建設中の A R K 超高層事務 棟 
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